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よりも絶対的参照枠をHjl，'る割合が高かった。 また、 カクチケ を想起さ




模が空間参照Hちの選択 〉会 える さtした;。
はじめに
ゴ、ドワー F.サピア (EdwardSapir) とベンジ布ミン。ウォーブ (Benj礼minL告t以!horf)によ
ッて7言語梢対性仮説が尉唱されて以来、 と問、二考との りは おける
ーっとなってし (W加 その:t，マ?もマ y
クス・ブランク研究戸万のステファン・レピンソン (Ster、hcnC. Levinson) らによる身体周回の
、.，
<;J は多くの をu、子んで、いる (升: 1998: Levinson， 2003; Pinker， 
も臼己中心底棋を優先的に2007; Li et 201 1)ο 物体内位置関係を認識する





















できる c 例えば、 1のような状況な














ノゲ--Jl と出 1' 
る主体の視点がもっ方向触をそのまま位盟関係の把担iヌ11の状況を、(1)のように、
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によソて方向軸が決まり、進行方向ぃ， } ，1-いうっえを，、ω 














































































































であった (Kam，1991:. Millcr & JoI1n叫ルLaird，1976)，
優先的にわれる によってったレピンゾンらしかし、




























に)甘いられる参照枠が」散するごとが明らかになった (Pedersonet al.， 1998: Wa犯:mann& 
;土、相対的参枠の弓
7-，.; 

























.. ;:. ;んι あるツェルタマヤ百再を矢の























は相対的参!l.引卒者三え'J .:- . ー/、


























I.i) tr 、マカクチケ今-'d;: 











jこグアテγ ラの首苦1;グアテマラ酔シティーカ込らアディトカクチザハマ~. v九 Qo
2)。
、司
Lノョ(.1，ミ土;L500m frゐら 3.000m0) ラン7tJjにかけて
仁oyoy毒十三ラ ]996:あると推定されている50 されていない
1996; England写 2003;Brown et aL， 2006: Ebcrh品rdet aJ.τ2020)ο 


































































































































































、ruqajザalq'ij (iJ守人 ruq守宅ib'aJkaq‘iq' 
l;土、日本語と同様に、




二Lわフー斗語、 4 2ノ¥'~>~ 
く表現も能J4することがて、きる υ
&f (~016 より





にも日本誌やカ クチケノレ語と|司織に lZ五七J「東iIl1南北!の語繋が存在する (jzguierdo(t川、


























るBrOWlland Levinson (1993b)で行なわれた を介さない実験のうち、 AnimalRccall Task、













クチケ iま u常的にスペイン語も{少っているノパイワンガノしである c
5.1.2，教，予
以 Fの i土、 fl にはfー1 Fく ヵ，勺チケ ふ:






〈 為るか絶対I:(.J参照十字に て7あるか l;r戸ドIJ
;土 Brown昌ndLcvinso泣(!993b)にf較j延し/こコ
5.2. 
5.2.1 Anirnal RecalI T昌sk(ART) 
は、参加1涯に抱数の動物の結いぐるみをと提示して覚えてもらった後に、参加者自身





iこiお!き iιfってもらう正 Ialヲle2に l土6





たり 5凶行なう。 は Table 1にて行うひ
;こは ヂ〉人がってしミるウシ、 トラ、ウサギ也ウマ、ニワト IJ、プタ 0)6 
をそチ."'-_--ア iこし 、ぐるみそ使用した B 国入参照L の参加者はそ
) ，ヂ"、ア















国 3: f¥nimai Recal  Taskの概要
5.2.2 Chips Recognition Task (CRT) 
本実験は、参加者に l枚のカードを提示 した後、参加者自身が llWO回転した状態で、提示
された カード と 「同 じj ものをiZ択する というものであ る (図4L
まず部屋の真ん中に並べた 2つのテーブノレの間に参加者を立たせる。 はじめに参加者今に
Table 1に向き ってもらう。その Tab1e1上に l枚のカードを提示し、カードの図柄を記憶す
るよう指示し、 3秒後にカードを回収する。その時、カードの向きに関する情報は与えないよ
うに るじ次に参加者に 180度凶転し、ど Table2に向 き合って もらう。 TabJeさには凶柄が
同じで向きの異なる 4枚のカードが置かれており 、その中から先ほど提示されたカード と「同
じ」ものを選択するよう指不ずる。 3回程度の練習試行の後、この操作を 1人当たり 5回行
なう。練習試行は全て 1油 Ic1にて行う。
刺激には、丸や四角などの図形が 2つ描かれている 5種頬のカード伝用いた(付録B 凶B
参照)れ全ての参加者はカー ドの向きが異なる と濯 うカー ドであ るこ とを認識 している。
相対的参照朽ちで図形を記憶した参加者は元の図形とは物理的に 180度回転した向きで置い










































































5.2.3 Transitive Inference Task (TIT) 






Tabl巳 lに向き合ってもらい、 rabJe1上に2つの図形が提示される(図形 A、図形 8とする)。
それらを記憶するよう指示し、 10 秒後に 2 つの図形を @~X する n その時、 図形の位置に関す
る情報は与えないよう注意する。次に参加者ーには J80度回転しないと向き合うことのできな
いTable2に向き 合ってもら う。Tab!e2 tこも同様に 2つの図形が提示されるが、片方は Table
(図形 B、図形 c)。同じように「記もう片方は新たな図形であるl 上に提示されたもので、
して下さいjと指ぷし、[0秒後に 2つのi丸形を[811試する。最後に再びl'able!iこ向きHJ:って
もらうが、 Table1上には既に同形 Aが配置されており、参加者には提示 した2つの場面の記
この操作を l人憶を組み合わせて凶形 C を配置するよう求める。 3悶程度の練習試行の後、















































































しなかった きなかった} ある J
1 :3  とカフ弓:ケ
プγ
，'戸
Animal Rccal1 T辻sk Chips Re正ognitionTask Transitivc Infcrence Task 




















各参加者の における 戸 、if"".cb-rfコ、EjiJ<) を " r 、-
る参加者が AnimalRecaJl Ta51互におし γで5回l'j11. をした:!誘
合ドJ6に手、
、
























う3今子?ケ ト CRT， 
TIT)との 2×3の分散分析をったやその結来、母語の主効果がすミ怠{子 59.434，P .0(1) 
で、日本語話者の~ffがカクチケ計百主主よりも相対的解答比率が高かった。また、
効*も有意(円 111::.ら.059，pニ .0(8)だったご日!ど;i互の設国について、テューキー (Tukey)
を行った上で、 2条件ごとに対比較を実施したところ、 AnimalRecall Task 
の 2つの課題よりも相対的解答比率が低かったはRTvs. CRT: p .0'， .009; ART vsぬれT:p
= .(48)が、 ChipsRecognition TaskとTransitiveInference T礼skの慌には有意法がなかった
(，0 .812)。さらに、岩国間の交互作用が有志t(F211i 二 3棒623.，p二 .030)であった G これ
i士、 fl 語話者がi望号昼間で 1~j 窓 iff がなかった (ART刊 .CRT:p .927; /¥HTvs. TlT:ρ.~ 1.000: 
CRT VS. TlT: p C~ 鴫 854) のに対して、カクチケ/レぷjil両者が課題r1号、亡、台意差を示したことによ
るコカクチケル討は、 AnimalRecaJl Taskにおいて{哉の 2つの読む1さよりも結対的解拝比
率が低く (/¥1ミTvs、CRT:p = .016; A1ミTvs. TIT p = .007)、 ChipsRecognition Taskと








































'- も問!; (エー相対的多照枠)を好ん と々 1'1 l.て、カ
は言葉題によって選妻子する タ相ーン いが見られた。 AnimalRccall 










ろうさ， '! AnImal Recall かったのはなAnimal Recall Taskで特に





















ノシ λ 6.3 tJクデケ
















































































O~ C この 4人を一員約一者と I1'Yぶことにッた。便立 i二、
けで Chips氏ecognitiollTaskとI'ransitiveInfcrcnee Taskの相対的解符16人心


















081)、間(/士 399:c.:-'_  
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6.4マ














ル' しパりはツェルタ あるの ヅェルタ A
諮問問にあおい℃も においても絶対的参照枠子を で)討し¥たの
とl'iJじ3つの課題に対しでも t~ そした
(Brown and Levinson 1993b) カクチケ と しサ土、 ツェノレタ は相対参照
枠:をほとんど別いないという て、ある。 いはどこから来たのであろう 平つの可能










， ヲ伊_ ， 
~l_ ~). ι 
絶対的参照枠好の:f~):度の遣い を与えた可能性が考えられる。 もう 一つの可能性ばス
J えイ/' みるコ中南米のほとんどのよ栓域はスペイン 〈才 7)' 







為ろう c グアテマ で '" I~ るu スペイン
0) 多用されてし￥る印象がある r もしスペイン
カクチケ 三ト 士，~， けて、
に移行しつつあるといろ巧能性もある。 す3ク千 γ
も ト0 ， 
ある
あったものが相対
絶対的参照枠選好の度合い ￥ヰノ したのも、 このことと してし￥るのかも Lれなしミ。
ある コ ミュニティーが絶汁的参照H"J憂{立から相対的参!iX科学優位に iこi土、 j支
から相対的空間枠が悶いら め次第に広い の描写に されるという
2005)。だと ;れ Animal Recall Taskでも相対的参照枠を)有いる ;Plクチケノ1/
え くものと されるコ
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Frame ofReference in Kaqchikel: A Comparison with Japanese 

























1九!akmniniqab'i1tl qa oxi' ruw1ich qasamaj， 
40 かりま














しい 3[;rGを 日じよう i乙





Pa re 1]幼‘eysamaj， niqokisaj ch'utaq tzy1iq ala's ハ tzyaq ala's k'o， Rerどtaqkiwachib'辻i
jun wak郡，jUlb'alam， umul，jun1、ej，jun誌、ιhuq品ラjunaq， Wakami konojel ri chラutaqむhiko戸、i今lf
vatkitzu‘. 
Z，La k'o jun ti chikop ri Ilal1 awetam昌nt品川W詰ch?
Wa.kami xkenchahピ3taq chikopi句 chike re taq 6 chiJωpi'， chuqaラ xkenya' apo xkencholヰij乱.po仰
mwi' re ch'ala1. Kピalzulllbラ勺 chuqa' ke ¥mataj e1 pa 1ラxil chちutaqramaj， K'品 ri kC"1Icha‘ cl ri 3 taq 
chikopγ問、tzulub可chuqa‘除、acholqjijqa achi'e] cnuk'un wi kan巴








ノ ic移りま y ハ ち上がッてくださいの
Xq品ピI吾、'akamiyojq'ax pa ri qitzij sarnaj， Tab'ana‘utzil w乱kamikapa句c
はこちらのテーブノしの!てに、あなたがもっとも自然に問じだと思う
しミぐるみを とi]L.工うに しず r支)、 e vι。
占{:;.
Wakami， pa ruwi' re jun ch'at乱1rぶ ke'aq'axajri taqιhikopγpa rucholajem atz句ctonkan， achi'cl ri 
rucholajcm nan晶、jichi itz， 
⑦終わりです。ありがとうごよいまフ
Xqak 'i:I'. Alatyo瓦chawe











Wakami l1iq江tikirisajqa ri ruka‘n samaj， Pa re rukaヲnsamaj niqokisajιh'utaq Wlリk'otaq waιhib'al 
chm九/詰ch，Wakall1i xlink'uωla' apo chaW3ch jun ti. Vv~Jj 1どowachib‘al chuw詰chp乱れlwi're clγatal 
Tab'an設‘ utzitawetamaj el pajun 23 xil cb'utaq 
Toq xkasami?f 斗α ninll"~(fjo 、 chinan叫f勾
RejuFI ¥vuj日、rik、inr己JUIlじhikwロrire' ejunam， 
Rejul1 >1'1(1 re' rik In chikwl与γe'man ηmnlα.
Ta.cha‘tak'utu' ri ti ¥Vl1j ri xatz'et wi kan 







(，A.chikc ti wuj junam? 
@終わり にf多りますむ は立ち上がって〈どきしお。




l，Achike ti wuj junam? 
















Wakami xkek'Ot apo ch品waιhk品崎jラru¥vaι11chi chay 1emどし 1・ixke‘atzulub'cj chuqaラ xke'呂naiaj10 xi! 
ch'utaq ram司j， tab可ana、utziJ.
Wakamiう xkenk'utapo chaw詩ch1ωγ じhikruw註chchay leme't， chuqa‘k日、atzulub可dmqa‘ke‘anata]
10 xil ch'utaq ramaj， tab・anゲ utziLK_;;ピどどamul xkピ臼tzulub‘ejchuq，ど xke、nata;ト
Pa ruk'isib'al xtinyaうね11ruyoniljun leme向上 TanaωIjri ruwachib'al xawetam勾， k'a ri taya' pa ruk'ojlem 














Pa fuk'isib'alラ rInxa x日λ!illyぜapore re'.ドJinya'1ピchawe.Tab冶na'uizil tayゲpan ruγojlclIlal. 
わり t)ま らよ;がってくださいっ















Nab 'ey ruk 'ojfem， wh 宅正i詑a'utzil lafz 宮ulub tanat匂
2恒1Fi Gi) えてください。
Ruka 'n ruk 'ojlem， tab冶丹α'uiziltanatai. 
l士、 1:し L iこj者1バてく j，;_'さし
Tab 'ana J utzil (1の'a. apo pa qitごijruk'ojelmal 
り 。お疲れさまでしたハ にありがとうございます。




8 し、 いぐるみ 的、カード(図的、 (凶 C)
rsiム !Vl!rnal十¥ecai:Task いた縫いぐるぬ
ら右子に)ウケ トフ、ウツギ ウマ、 → lアト iノ1、 :ノタ f縦約
tJ Taskで閉し jJ ド( 60<11Tl X 
回C Trans:ti¥/8 infe:'ence Taskヤ悶レr:1¥ど ¥よ 8Cil川
